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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・春の会会費について～春の会の会費の不参加者の金額が決定しましたので、会費を回収します。
4月27日（金）から5月6日（日）まで　に

支払金額　　参加者　￥5.000
　　　　　　　　　　　　　　　　　不参加者￥600

上記の金額を、各施設の行事委員に会費を支払い領収書を引き換えに受け取って下さい。
※4/1入職の新人職員及びＨ23.12.26以降入職の職員は会費無料です。

・体育館について～昨日、体育館倉庫の片付け終了しています。本日午後より使用可能となっています。

・車椅子について～2階にある未使用の車椅子は、1階患者様の緊急時に備え、1階風呂場に置くようにしましょう。

・看護計画について～南病棟全患者様の看護計画の見直、介護スタッフについては、退院につながる為の現段階の問題点の見直し、介護保険の現状の確認作業を、5月のカンファレンスから検討していきます。カンファレンス予定表に手書きでおり込みます。各自周知し、カンファレンスで意見をお願いします。

・問診表について～問診表提出していないスタッフが数名いますので、提出していないスタッフは、記入して個人で佐藤志穂さんまで提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・岩館　賢一郎様～5/14市民病院受診予定となっており、御家族様へ連絡済みです。息子様が同行出来るかは勤務を見てから連絡をするとの事です。朝10時に南病棟玄関に介護タクシーが来る予定です。また、今後胃ろう交換は市民病院でやるのか確認していく予定としています。

　　　　　　　　　本日申込みをしていたサンシャインより5/1　10:30　青木氏が見に来るとの事です。

・松田　信夫　様～予測指示で、血圧180以上が持続する場合は、ヘルベッサー1A、生食100ｍｌとなってます。処方薬がたくさんあるので、間違いのないようにしましょう。

・大久保　清五様～同内容で点滴処方となっており、30日24時まで継続となっています。

　　　　　　　　　　昨日、21時のレボトミン1A筋注行い、その後より入眠され、日中も居眠りしている事本日主治医に情報提供しています。本日は筋注せず様子観察とし、28日29日はレボトミン(25)1/2A筋注施行するよう指示頂いています。30日の筋注については30日検討するとの事です。

・小谷地　貞子様～臨時薬でセロクエル（25）1T　vds追加となり7日分処方となっています。夜間の睡眠状況の観察行って行きましょう。

・北山　和子　様～摘便の予測指示5/12まで継続となっています。

・野月平　チエ様～AZ点眼液1本処方となっています。目に関する訴えの有無を確認しましょう。

・木ノ下　ツヨ様～本日朝より、糖尿病薬変更となっています。朝より血糖値低めで経過していますが、昼食前の血糖値は昨日より高い為、そのまま様子観察の指示出ています。

・岡沼　ヨネ様～昨夜セロクエル服用後食事の際眠気強い様子見られています。日中は眠気はなく、「眠

気はない。大丈夫」と本人様話されています。就床前薬を20時にずらして服用させ、

様子観察していきましょう。また、服薬時、服薬後の状況をカルテに記載していき

ましょう。

・馬場　正雄様～最近、夜間の睡眠摂取状況が悪く、覚醒してはトイレに引きこもる状況続いています。今後、その状況が続くようであれば、主治医に情報提供し、指示を仰いでいきましょう。

＜転入患者様＞

松田　信夫様（86）　主病名　老人性認知症　　胃粘膜下腫瘍　梅毒

　入院年月日　平成24年4月26日　

担当医　田名部Dr　ＳＷ　長谷部、竹内
担当スタッフ　新山チーム

｢弁護士に頼んで東北電子と裁判している｣等の妄想､思考のまとまりのなさがあり､S58.11.1隣家の表札を外すことや､玄関のｶﾞﾗｽを破損する行為があり､翌2日に当院入院。急性虫垂炎の手術の為､S60.4.15渡辺外科へ転院し､治療が終了して､同月24日に当院2回目の入院。右鼠径部ﾍﾙﾆｱの手術の為､H7.4.12赤田外科へ転院し､治療が終了して､同月22日､当院3回目の入院。入院後も妄想､感情鈍麻､無為･自閉等の症状は持続。H24.3.14多量の吐血から輸血の必要性があり､八戸市立市民病院[救命救急ｾﾝﾀｰ]へ転院。同院での治療が終了しH24.3.21当院4回目の入院。H24.4.17高度の貧血所見あり､胃粘膜下腫瘍からの再出血の為､八戸市立市民病院[消化器科]へ転院。同院での治療終了し､妄想､易興奮性等が持続していることから精神科治療継続を目的として､H24.4.26当院5回目の入院となる。

・業者洗濯、オムツ

・買い物カードあり
・口からの食事摂取困難な為、点滴24時間キープとなっています。

・自室は102号室となっています。

※今後､胃粘膜腫瘍より出血があった際は､八戸市立市民病院[消化器科]にて内視鏡検査を施行し､止血を行っていくこととしている。

田中　正士様（70）　主病名　認知症　　B型肝炎　入院年月日　平成24年2月7日　

担当医　川端Dｒ　ＳＷ　竹内、山田
担当スタッフ　東チーム

S54年9月頃より幻覚･妄想が活発となり､八戸市立市民病院[精神科]を初診。以後外来通院を継続していたが､S55年頃同院へ入院。その後も症状悪化により､同院へ計2回の入院歴がある。H8年6月より呂律不良みとめられ､同院を受診。同院から当院を紹介され､H8.6.8当院初診。｢母を殺せ｣｢自殺｣などの幻聴の訴えあり､同日当院1回目の入院(～H15.8.11)。当院退院後は福祉ﾎｰﾑB型｢青風荘｣へ入所。入所後は､外来通院､ﾃﾞｲﾅｲﾄｹｱへの通所を継続。H23年1月頃職員からの指導に対して易怒的となることがあり､その後も上記状態継続していた。H23年11月頃には特定職員に対して｢前に殺されそうになったんだよ｣と被害的に訴えていた。以後も易怒性･興奮性が持続し､施設対応困難となり､H24.2.7症状安定化を目的として､当院2回目の入院。

・業者洗濯、オムツ
・自歯

・車椅子購入検討中

・買い物カードあり（月1万円）
